
　平素は格別のご高配を賜わり、厚く御礼申しあげます。
　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費増税に伴う反動減や円安
加速による燃料・原材料価格への影響が個人消費や企業生産を中心に残存するも
のの、大手中心に企業収益は堅調に推移し、雇用・所得環境が改善するなど景気
は緩やかな回復基調が続いております。一方、世界経済は米国を中心に緩やかな
回復基調にあったものの、欧州の足踏み、新興国各国の方向感のばらつきに加え、
米国量的緩和終了の影響や、地政学的リスク等、種々の下振れリスクも懸念され
る状況です。
　このような環境のもとで当社グループは、国内では首都圏を中心とした耐震建
替需要やレンタル需要を着実に取り込み、主力の圧砕機、油圧ブレーカで順調に
売上を伸ばすとともに、海外でも米国現地法人をはじめ、東南アジア・欧州でも
着実に販路を拡大いたしました結果、当第2四半期連結累計期間の業績は、売上高
5,707百万円（前年同期比14.4％増）、経常利益555百万円（前年同期比23.9％増）、
四半期純利益341百万円（前年同期比26.1％増）と増収増益を確保いたしました。
　引き続き、全社一丸となり更なる飛躍を期する所存でございます。
　株主の皆さまにおかれましては、今後とも格別のご支援を賜わりますよう重ね
てお願い申しあげます。

ごあいさつ

代表取締役社長　苅 田　俊 幸
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財務ハイライト Financial Highlights

株主の皆様へ Top Interview

証券コード：6294

第56期 株主レポート
平成2 6年4月1日  ～ 平成2 6年9月3 0日

OKADA Report第2四半期



セグメント別の概況

圧砕機・油圧ブレーカの消耗品の販売増

四半期連結財務諸表（要約）

（単位：百万円） （単位：百万円）

科　目 前期末
平成26年3月31日現在

当第2四半期末
平成26年9月30日現在

資産の部

流動資産 8,344 8,929

固定資産 3,231 3,353

　有形固定資産 2,680 2,763

　無形固定資産 182 197

　投資その他の資産 369 392

資産合計 11,576 12,282

負債の部

流動負債 5,029 5,365

固定負債 576 663

負債合計 5,606 6,029

純資産の部

株主資本 5,926 6,184

　資本金 1,473 1,473

　資本剰余金 1,438 1,438

　利益剰余金 3,105 3,363

　自己株式 △ 91 △ 91

その他の包括利益累計額 28 53

　その他有価証券評価差額金 55 69

　繰延ヘッジ損益 0 15

　為替換算調整勘定 △ 25 △ 30

　退職給付に係る調整累計額 △ 1 △ 0

新株予約権 14 14

純資産合計 5,969 6,253

負債純資産合計 11,576 12,282

四半期連結貸借対照表

※百万円未満の金額は切り捨てて計上しております。

科　目
前第2四半期（累計）
平成25年4月 1日から
平成25年9月30日まで

当第2四半期（累計）
平成26年4月 1日から
平成26年9月30日まで

売上高 4,987 5,707

売上原価 3,532 4,093

　売上総利益 1,454 1,614

販売費及び一般管理費 1,003 1,083

　営業利益 450 530

営業外収益 20 42

営業外費用 22 18

　経常利益 448 555

税金等調整前四半期純利益 448 555

法人税等 177 214

少数株主損益調整前四半期純利益 270 341

四半期純利益 270 341

四半期連結損益計算書

※百万円未満の金額は切り捨てて計上しております。

※百万円未満の金額は切り捨てて計上しております。

（単位：百万円）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

科　目
前第2四半期（累計）
平成25年4月 1日から
平成25年9月30日まで

当第2四半期（累計）
平成26年4月 1日から
平成26年9月30日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー △ 510 △ 82

投資活動による
キャッシュ・フロー △ 341 96

財務活動による
キャッシュ・フロー 150 △ 74

現金及び現金同等物に係る
換算差額 3 21

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） △ 698 △ 39

現金及び現金同等物の
期首残高 2,104 2,233

現金及び現金同等物の
四半期末残高 1,406 2,193

808百万円（売上構成比 14.2%）

首都圏を中心とした耐震建替工事の増加
2,455百万円（売上構成比 43.0%）

圧砕機

586百万円（売上構成比 10.3%）

その他補材（部品各種）

レンタル需要
204百万円（売上構成比 3.6%）

つかみ機

排ガス規制、再生エネルギー固定買取制度の
先行き不透明感による買い控え

522百万円（売上構成比 9.1%）

環境機械

レンタル需要の回復
1,132百万円（売上構成比 19.8%）

油圧ブレーカ

社会に役立つオカダの製品。
街が生まれ変わるためのコンクリート解体。今ある環境を守るための木材リサイクル。
オカダアイヨンは「都市と自然」それぞれの環境に応じた、社会に役立つ製品を提供しております。

■  コンクリート大割圧砕機
「TS-WBクラッシャー」

鉄筋・鉄骨入りの頑丈なコンクリート
を強力且つ静かに破砕します。一般住
宅での解体から都市再開発の大規模解
体まで幅広く活躍する、解体現場には
なくてはならない存在です。

■ 車載式破砕機「ログバスター」
間伐材の発生現場へ移動して木材を破砕し、木材チップを製造する特装
車です。

■  コンクリート小割圧砕機 
「コワリクン」

大割圧砕機で破砕したコンクリートを更
に小さく砕き、鉄骨を除去し、トラック
に積み込むサイズまで破砕します。

■  木材切断機「アイヨン与作」
用途の異なる2つの刃を持つ、木材切断
カッターです。
・裂き刃… 切り株や根っこの破砕作業に

適している
・切断刃… 長尺物の木材の切断を得意と

する

■  超低騒音ブレーカ 
Sシリーズ

静かな作業が要求される都市部の解体
で活躍します。

■ 部品各種
品質にこだわったオカダ純正パーツ。

■ 圧砕機

■ つかみ機

■ 環境機械

■ 油圧ブレーカ ■ 補材

■ サイレントグラップル
木造家屋の解体作業、スクラップ処理
等の様々な作業において活躍します。

裂き刃

切断刃



IR情報 展示会情報
TOPICS

1 2
当社代表取締役社長苅田が、皆さまに事業
内容や決算のポイント、今後の展望等を直
接ご説明致しますので、是非ご来場下さい。

出展実績
・ 公益社団法人日本証券アナリスト協会主催
の合同会社説明会
　5月15日【東京】・
　8月5日【大阪】・8月26日【東京】
・日本経済新聞社主催「日経IRフェア2014」
　8月29日・30日

今後の出展予定
（個人投資家向け会社説明会）

大　阪
日時 ： 2014年12月15日（月）13：30～
場所 ：  大阪銀行協会 

本館7階　大会議室

東　京
日時 ： 2014年12月18日（木）13：35～
場所 ：  日本証券アナリスト協会 

第1セミナールーム 
（東京証券取引所ビル6階）

展 示 会 2014NEW環境展 2014森林・林業・
環境機械展示実演会

開 催 日 2014年5月27日～
30日

2014年10月12日～
13日

会 場 東京ビッグサイト 山形県新庄市
「新庄中核工業団地」

来 場 者 数 約167,000名 約16,000名
当社ブース
来 場 者 数 約3,000名 約2,000名

出 展 内 容 散水小僧、
新型アタッチメント他

ウッドホグ、
ログバスター他

◆今後の出展予定
1：bc India 2014
場所：インド、デリー（ノイダ）
日時：2014/12/15～12/18
http：//www.bcindia.com/
 

2：Intermat 2015
場所：フランス、パリ
日時：2015/4/20～4/25
http：//paris-en.intermatconstruction.com/

3：2015 NEW環境展
場所：東京ビッグサイト
日時：2015/5/26～5/29
http://www.nippo.co.jp/n-expo015/

オカダアイヨンの製品は、
環境主導型の多彩な製品を供給して います。

コンクリート建物

解
体
リ
サ
イ
ク
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材
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サ
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大割作業

家屋解体

大割圧砕機で建物を解体していきます。

サッシ・瓦などを手作業で取り除き、その後、
つかみ機で木造家屋を解体していきます。

木材破砕機にて効率的にチップ化します。

トラックに積み込むため、小割圧砕機でコンク
リートをさらに小さく砕き、鉄筋を分離します。

オカダアイヨンは、建物を解体する機械から、解体現場で発生した廃材をリサイクルする機械まで製造・販売しています。
解体からリサイクルまで一貫して取り組み、多彩な商品群と細やかなサービスの提供を行う『環境主導型企業』です。

専用施設にて一定の大きさに砕いていき
ます。

細かく切断された高
品質なスライスチッ
プは発電燃料や遊歩
道に使用されます。

細かく砕かれたコンクリートは再生砕石
としてリサイクルできます。

小割作業

チップの生産

伐採・運搬

再生砕石の生産

木材チップ

再生砕石

未利用間伐材

木造家屋

解体から
リサイクルまで

解体現場で発生した「コンクリート」や
「木材」はこのように生まれ変わり、

さまざまな場所で活かされています。

発電所ではチップを燃料利用して
います。木質バイオマスの利用によ
りCO2の発生を抑えることができ
るため、大変注目されています。

発 電

木の特性を利用して、自然と人間
に優しい遊歩道が全国に広がって
います。

遊 歩 道

再生砕石は、砂利と混ぜて道路の路
盤材として利用されたり、建設現場
の基礎材などに使用されます。

道 路

木材を伐採、運搬します。



 株式の状況 （平成26年9月30日現在）

大株主（上位10名）

株　　主　　名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行株
式会社（信託口） 782 10.82

岡田眞一郎 420 5.81

岡田勝彦 369 5.10

日本マスタートラスト信託銀行株式
会社（信託口） 366 5.07

オカダアイヨン株式会社 325 4.49

極東開発工業株式会社 300 4.15

株式会社三井住友銀行 242 3.36

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES 
LUXEMBOURG/JASDEC/FIM/
LUXEMBOURG FUNDS

233 3.22

株式会社三菱東京UFJ銀行 220 3.04

株式会社池﨑鉄工所 212 2.93

 会社の概要 （平成26年9月30日現在） 
商 号 オカダアイヨン株式会社

OKADA AIYON CORPORATION

本 社 〒552－0022　大阪市港区海岸通4丁目1番18号
                       TEL. 06－6576－1281

設 立 年 月 日 昭和35年9月1日

資 本 金 1,473百万円

従 業 員 数 160名

主要な事業内容

■ 油圧ブレーカ TOPシリーズ、超低騒音Sシリーズ

■ 圧 砕 機 TS-WBクラッシャー、TS-Wカッター、カットクン、
コワリクン、マグネットコワリクン、アイヨン与作

■ 環境関連機器 木材破砕機、大型選別機、サイレントアミダス、ロールクラッシャー、
プラント関連機器

主要な営業所

■ 東 京 本 店 〒175－0081　東京都板橋区新河岸2丁目8番25号
                       TEL. 03－3975－2011

■ 関 西 営 業 所 〒552－0022　大阪市港区海岸通4丁目1番18号
                       TEL. 06－6576－1261

■ その他営業所 札幌営業所・盛岡営業所・仙台営業所・中部営業所・北陸営業所
広島営業所・四国営業所・九州営業所・海外事業所

 子会社の概要
■  株式会社アイヨンテック 埼玉県朝霞市

■ Okada America,Inc. アメリカ合衆国　オレゴン州

 役　員 （平成26年9月30日現在）

代表取締役社長 苅 田 俊 幸
取 締 役 打 田 幸 生
取 締 役 広 崎 　 茂
取 締 役 折 尾 卓 児
取 締 役 篝 　 耕 二
取 締 役 岡 田 祐 司
常 勤 監 査 役 梶 原 直 樹
監 査 役 戸 奈 常 光
監 査 役 稲 田 正 毅

 株主メモ
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

基 準 日 定時株主総会　毎年3月31日
剰余金の配当　毎年3月31日

上記のほか必要と認めたときは、あらかじめ公告いたします。

単 元 株 式 数 100株

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番1号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
事 務 取 扱 場 所

大阪市中央区北浜四丁目5番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（郵便物送付先） 〒168－0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

（ 電 話 照 会 先 ） 0120－782－031（フリーダイヤル）

インター ネット
ホームページURL http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

公 告 の 方 法 電子公告とし、当社ホームページに掲載いたします。なお、
電子公告によることができない事故その他やむを得ない事
由が生じたときは、日本経済新聞に掲載いたします。
アドレスは、http://www.aiyon.co.jp/

上場証券取引所 東京証券取引所

当社のホームページでも
詳しい情報を開示しています。

検索オカダアイヨン

http://www.aiyon.co.jp/

http://www.aiyon.co.jp/


